
第13回日本災害医療薬剤師学会 学術大会

モバイルファーマシー展示

日本最大級のモバイルファーマシー
来場決定！！

～能登半島でも活躍した、医薬品の救世主～

日本最大級のスケール

日時 2026年2月21日（土）・22日（日）

会場 日赤看護大広尾キャンパス 看護大広場横

横浜薬科大学、横浜市薬剤師会、横浜市の3者で共同運用しているモバイルファーマシーは、
充実した調剤設備と居住スペースを兼ね揃えています。災害時、被災地での長期活動を可能
にする自己完結型の機能をぜひ実車でご確認ください。

能登半島地震での活動実績

発災からすぐに被災地へ急行し、実際に処方箋応需などを通して、地域医療の維持に貢献し
ました。そのほかにも、熊本地震や西日本豪雨、九州北部豪雨等の際に出動し、様々な活動
実績があります。

【共同企画】

横浜市薬剤師会・横浜薬科大学・横浜市 × 第13回災害医療薬剤師学会実行委員会

お写真
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